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リ
フ
ト
2
基
新
設
工
事

南
大
山
ス
キ
ー
場

南
大
山
ス
キ
ー
場
で
は
、
冬
へ
の
準

備
が
始
ま
り
、
農
林
漁
業
資
料
館
か
ら

北
東
の
屋
根
に
向
け
て
、
ス
キ
ー
リ
フ

ト
二
基
の
新
設
工
事
が
其
最
中
。

建
設
中
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
は
、
総
工

事
費
一
億
九
百
万
円
。
第
一
リ
フ
ト
は
、

長
さ
三
九
五
二
二
五
㍍
、
高
低
差
七
二
・

二
〇
㍍
、
搬
器
七
四
席
、
第
二
リ
フ
ト

は
、
長
さ
四
八
八
・
四
九
㍍
、
高
低
差

一
五
一
㍍
、
搬
器
九
一
席
で
、
ど
ち
ら

も
一
時
間
当
り
六
〇
〇
人
を
運
ぶ
計
画

で
す
。

完
成
は
、
十
一
月
下
旬
の
予
定
で
降
雪

と
と
も
に
運
転
し
ま
す
。

南
大
山
ス
キ
ー
場
に
は
、
シ
ー
ズ
ン

中
は
山
陰
両
県
ば
か
り
で
を
く
、
九
州
、

四
国
、
京
阪
神
な
ど
か
ら
も
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
問
か
ら
建
設
の
要
望
が

出
て
い
た
た
め
完
成
す
る
と
、
今
冬
に

は
た
く
さ
ん
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ

い
そ
う
で
す
。

▲
建
設
工
事
が
進
む
ス
キ
ー
リ
フ
ト

Soumu
四角形

Soumu
四角形



●
9
月
定
例
町
議
会
●

1
ほ
議
圭
を
可
決
・
串
苦

九
月
定
例
呵
議
会
は
、
九
月
二
十
日
か
ら
三
日
間

の
会
期
で
ひ
ら
か
れ
、
町
長
提
出
の
全
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
も
の
で
す
。

新
築
資
金
は
「
百
二
十
万
円
以
上
六
百

二
十
万
円
以
下
」
に

宅
地
取
得
資
金
の
対
象
土
地
に
「
共
同

住
宅
と
し
て
取
得
す
る
土
地
の
規
模
は
、

五
十
平
方
㍍
以
上
四
百
平
方
㍍
以
下
」

が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

五
一
、
三
二
四
平
方
㍍

一
般
会
計
予
算

二
十
七
億
四
千
万
円
に

報町府江

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

町
立
明
通
児
童
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
、
児
童
厚

生
貝
　
二
名
を
任
命
し
た
た
め
、
そ
の

報
酬
額
を
定
め
る
た
め
の
改
正
で
す
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の
一
部

改
正国
の
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
制
度
要

綱
の
貸
付
金
の
限
度
額
の
引
上
げ
及
び

宅
地
取
得
資
金
の
対
象
に
共
同
住
宅
の

土
地
取
得
を
加
え
る
改
正
が
な
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
町
も
こ
れ
に
準
じ
て

▲開館した明道児童館で楽しく遊ぶ子供たち

ス
キ
ー
リ
フ
ト

一
億
九
百
万
円
で
契
約

乙
種
特
殊
索
道
建
設
工
事
請
負
契
約

の
締
結
本
年
度
設
置
予
定
の
大
平
原
ス
キ
ー

リ
フ
ト
建
設
事
業
が
、
環
境
庁
の
国
立

公
園
事
業
決
定
と
陸
運
局
の
索
道
事
業

免
許
の
下
付
に
よ
っ
て
事
業
可
能
と
を

っ
た
た
め
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
建
設
工
事

を
、
随
意
契
約
（
工
事
の
特
殊
性
か
ら

随
意
契
約
と
す
る
）
　
に
よ
り
、
滋
賀
県

甲
賀
郡
水
口
町
、
安
全
索
道
株
式
会
社

と
契
約
（
工
事
費
一
億
九
百
万
円
）

す
る
も
の
で
す
。

鳥
取
県
造
林
公
社
分
収
造
林
契
約
の

締
結森
林
資
源
の
確
保
と
地
域
住
民
の
財

産
造
成
を
図
る
た
め
、
県
造
林
公
社
と

分
収
造
林
契
約
を
す
る
も
の
で
す
。

分
収
造
林
契
約
予
定
地

・
武
庫
幸
三
谷
山
一
、
八
三
六
番
地

神
奈
川
財
産
区
有
地

一
三
、
八
八
三
平
方
㍍

・
俣
野
字
岩
谷
山
九
四
五
番
地
四
三

神
奈
川
財
産
区
有
地

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
六
千
六
百
九
十

二
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

二
十
七
億
三
千
八
百
二
十
八
万
五
千
円

と
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
内
容
は
、
電
源
交
付
金
事

業
、
同
和
対
策
事
業
、
農
業
振
興
対
策

事
業
、
畜
産
振
興
事
業
、
山
村
振
興
対

策
事
業
費
等
の
補
正
で
、
こ
れ
が
財
源

と
し
て
　
町
税
、
国
、
県
補
助
金
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
繰
越
金
な
ど
を
充
当

し
補
正
措
置
を
し
ま
し
た
。

▲武庫に建設された川崩地区簡易水道の水源地

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
　
川
筋
地
区
簡
易

町長日誌

－8月－

2
［
口
月

3
日
㈹

4
日
刑

5
日
木

6
日
働

7
日
出

9
［
口
月

10
日
㈹

1
1
日
㈱

1
6
日
㈲

1
7
日
㈹

18
日
㈱

19
日
㈱

20
日
也

2
1
日
比

22
日
㈲

2
3
日
㈲

2
4
日
㈹

2
5
日
㈱

庁
内
会

消
防
ポ
ン
プ
操
法
検
閲
、

議
員
研
修
全

町
畜
産
品
評
会
、
下
安

井
役
員
来
庁

臨
時
町
議
全

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
（
倉
吉
市
）
　
商
工
会

役
員
会

明
道
児
童
館
開
館
式

農
林
事
業
入
札

池
の
内
役
員
来
庁

西
部
町
村
長
倉

俣
野
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

十
七
夜
前
夜
祭

十
七
夜

在
勤
在
勤
在
勤
郡
町
村
職
員
体
育
大
会

（
溝
口
町
）

郡
婦
人
大
会
（
日
南
町
）

部
内
企
画
会
議

企
画
・
消
防
事
業
入
札

都
議
会
議
員
野
球
大
会

（
日
野
町
）
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報丁円府江

水
道
か
ら
給
水
を
受
け
る
事
業
所
関
係

の
水
道
加
入
分
担
金
な
ど
、
百
一
万
一

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
、
四
千

六
百
二
十
万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
貸
付
限
度
額
引

上
げ
に
伴
う
貸
付
事
業
費
を
ど
、
百
五

十
五
万
三
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
、
二
千
五
百
八
十
四
万
三
千
円
と
し

ま
し
た
。

米
沢
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
財
産
売
払
収
入

に
よ
る
基
金
積
立
金
、
三
百
五
十
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
、
六
百
七
十

二
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

索
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト

建
設
に
伴
う
事
業
費
等
、
二
百
五
十
三

万
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
、

一
億
三
千
二
百
五
十
三
万
二
千
円
と
し

ま
し
た
。

南
大
山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運

営
事
業
会
計
決
算
認
定

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
　
八
千
二

百
二
十
二
万
五
千
百
六
十
三
円

⑳

こ
の
内
に
は
、
利
益
に
相
当
す
る

五
百
四
十
万
九
千
円
を
一
般
会
計
に

繰
入
れ
て
い
る

一純
利
益
二
百
五
十
四
万
六
千
百
二

十
七
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
営
業
費
用
の
う
ち
利
益
相

当
額
五
百
四
十
万
九
千
円
と
、
自
然

休
養
村
施
設
等
の
利
用
に
よ
る
収
益

百
一
万
四
千
円
二
般
会
計
へ
納
入
の

も
の
）
を
、
純
利
益
金
と
合
算
す
れ
ば

甘
酒
茶
屋
運
営
事
業
の
実
質
的
利
益

金
は
、

八
百
九
十
六
万
九
千
円
と
な
り
ま

す
。

町
民
総
合
体
育
館
新
築
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結

電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
の
充
当

に
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
、
五
十
七

年
度
の
二
か
年
継
続
事
業
と
し
て
、
株

式
会
社
　
奥
村
組
の
請
負
で
工
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
町
民
総
合
体
育
館
の
内

部
施
設
の
一
部
充
実
並
び
に
外
構
工
事

を
施
工
す
る
た
め
、
増
額
変
更
契
約
を

す
る
も
の
で
す
。

変
更
後
の
契
約
額

六
億
三
千
二
百
九
十
二
万
五
千
円

（
増
額
　
三
千
六
十
三
万
五
千
円
）

・
1
0
月
臨
時
町
議
会
・

御
机
地
区
7
・

0
筋
達
成
工
事

十
月
臨
時
町
議
会
は
、
十
月
二
十
日
ひ
ら
か
れ
、
町

長
提
出
の
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

土
地
改
良
事
業
の
施
行

昭
和
五
十
七
年
度
に
施
行
す
る
土
地

改
良
事
業
の
承
認

農
用
地
利
用
増
進
特
別
対
策
事
業

御
机
地
区
農
用
地
整
備
工
事

事
業
費
　
二
、
九
八
〇
万
円

内
訳
営
業
収
益
　
八
一
、
五
六
六
、
九
九
八
円

営
業
外
収
益
　
　
六
五
八
、
一
六
五
円

事
業
費
用
　
七
千
九
百
六
十
七
万
九

千
三
十
六
円

▲完成間近い町民総合体育館

▲農用地整備が行われる御机地区

町
道
洲
河
時
下
安
井
繰
道
路
改
良
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

町
道
洲
河
崎
下
安
井
線
工
事
で
、
工

事
の
一
部
追
加
施
行
を
す
る
た
め
の
変

更
契
約
。

2
6
日
㈹
在
勤

2
7
日
働
尾
上
原
座
談
会

28
日
出
美
用
部
落
運
動
会
及
び

行
政
座
談
会

29
日
㈲
郡
社
会
教
育
協
議
会
研

究
大
会
（
日
南
町
）

30
日
㈲
若
年
母
子
懇
談
全
音
酒
）

3
1
日
㈹
江
尾
区
役
員
会
、
川
筋

簡
易
水
道
設
立
総
会

－
9
月
－

1
日
㈱
半
ノ
上
集
会
所
起
工
式

2
日
㈹
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

3
日
也

4
日
ガ

8
日
水

9
日
木

10
日
惚

11
日
比

13
日
㈲

14
日
㈹

会
、
町
分
館
長
会
議

在
勤
西
部
町
村
議
長
会
俣
野

発
電
所
視
察
来
庁
、
中

国
横
断
道
部
内
説
明
会

町
内
野
球
選
挙
権
大
会

開
会
式

宮
市
原
座
談
会
、
新
道

集
会
所
起
工
式

根
雨
保
健
所
運
営
協
議

会
、
大
河
内
町
発
電
所

視
察
来
庁

荒
田
座
談
会
、
庁
内
会

中
四
国
自
然
休
養
村
現

地
研
究
会
（
岡
山
）

選
挙
管
理
委
員
会

助
沢
地
区
飲
料
水
供
給

施
設
起
工
式
、
新
道
地

区
敬
老
会

甘
酒
茶
屋
運
営
委
員
会

武
庫
集
会
所
起
工
式
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、、

敬老の日の楽しいひととき

9月15日の敬老の日、町内

各地区で敬老会の行事が行わ

れ、長寿と健康を祝いました。

また、町では敬老会の日に

ちなんで、70歳以上のお年寄

り　659人へ記念品を贈りまし

た。

曇
か
な
、
釜
顧
わ
れ
た
池
ノ
内
地
区
警
会

▲婦人会の心のこもった演技に拍手
を送るお年寄りたち（江尾地区で）

禁 煙 協 力 列 車 推 進 強 調 週 間

1Ⅰ司日　6 月2 1 日～2 6 日 ・2 1司自 1 1 月8 日一一13 日

撫士刑■　 下り　　　　　　　　　 上り
（…≡董 ：招 拍 （芸 … ：；…；；； …石… ＝；…喜）

この運Iかよ未成年者特に高校生の喫煙防止を図 り、
併せて車内環壕を健凛的て－1央連なものにすることを
目的に、上百己の区間に限って列車内禁煙を推進 しよう
とする地域の各種の団体の 自主的な運」肋です。
■ さんの ご協力象おーい しよす㌔

禁 煙 協 力 列 雷 推 進 伯 償 線 地 区 会 鶴

青 少 年 育 成 江 府 町 民 会 議

江　　府　　町　　報

清水り善も（吉原）96歳

いつも一緒にいる

のは千里さんです。

「うちのおばあち

ゃんキレイ好きなも

んで、髪の手入れや

をんか自分でちょく

ちょくやるんです。

食事は、昔から規則

正しい食生活をし、

川上かねも（御机）96歳

いつも世話をして

いるのは愛子さんで

す。

「いいえ、世話だ

なんて、ほらこうや

って草むしりをした

り、大根洗いの手伝

いをどやるくらいで

手もかかりません。

食事も三度三度とり

長尾いそも（一旦）95歳

いつもそばでかこ

かとやっているのは

まさよさんです。

「うちのおばあち

ゃんは、食べ物の好

ききらいはなく、家

族と同じものをよく

食べます。昨年の冬

までは自分でもぐさ

を作り痛く在らない

よう予防のために毎

食べ物の好ききらいはをく、腹八分

目の食事です。平凡だけどこれが健

康法じゃないのですか」と話してく

れました。

やはり早寝早起き－これなんかが健

康のヒケツかもしれませんね」と話
してくれました。

日灸をすえていましたが、最近はニ

ンニク酒を飲んでいます。頭もしっ

かりし、近所のお年寄りとおしゃべ

りをしたりして楽しんでいます」と

話してくれました。

長
寿
ベ
ス
ト
3
－
そ
の
陰
に
－

（
た
銅
諸
説
…
絹
鮎
削
錆
…
…
摘
絹
m
㌍
折
摘
頂
）

15日㈹池の内・江尾・武庫

地区敬老会、中学校

運動会
16日㈹住田組事務所竣工式

17日也国体実行委員会

18日比在勤

謂定例町要

㌶錮餌絹牒理事

25日比南大山スキーリフト

起工式
26日㈱保育園運動会、結婚

式27日㈲小型動力ポンプ配備

式28日㈹弓ヶ浜荘竣工式、議

員研修会（鳥取）

29日00県下教育長研修会

（甘酒）

30日㈹半ノ上・武庫役員来

庁

Soumu
四角形

Soumu
楕円



⑳

⑳

お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

愛
の
便
り

■
　
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
俣
野
小
…

…
学
校
の
児
童
た
ち
が
、
校
区
内
の
七
〇
歳
以
…

‥
上
の
お
年
寄
り
全
員
に
学
校
の
様
子
や
運
動
叫

会
を
知
ら
せ
る
は
が
き
慰
問
を
行
い
、
お
年
…

寄
り
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
思
い
が
け
を
　
‖

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
さ
っ
そ
く
返
事
を
書
く
お
　
目

年
寄
り
も
現
れ
、
い
た
わ
り
の
心
を
挙
つ
の
仙

に
大
き
を
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
　
　
－

封
じ
い
さ
ん
「
）
ん
巨
雪
は
が
ん
を
で
す
か
．

け
い
ろ
う
の
日
郡
ち
頼
づ
い
て
室
表
し
仁
。

榛
ノ
＼
は
、
り
ん
㍗
つ
か
＝
で
寺
、
フ
ド

ト
止
り
・
キ
れ
甘
ん

だ
ち
禁
等
竃
堅
、
左
て
l
†

ま
い
募
ザ
4
げ
リ
マ
れ
′
4
し
ゃ
、
つ

零
し
、
し
て
い
葦
う
7
ノ
Ⅷ

も
み
に
き
て
′
＼
b
ユ
リ
ご
不
二
∴
∵
琴
等

丸

角

十

百

　

　

　

　

　

十

＼

ヒ

＼

つ

な

ち

亨
誉
し
ょ
＼
つ
が
り
「
j
＼
1
本
ル

い
て
っ
け
＝
ヤ
1
㌦
う

1年．かとうけいいちろう

舛
ば
あ
で
人
、
警
‰
乳
で
づ
餞

再
い
う
ラ
の
昇
索
乙
懲
り
謹
上
室
町
義
気
な
日
と
し

て
い
ま
せ
ん
か
、

．

、

　

．

一

∵

∴

　

わ

．

．

‥

－

計
ん
寧
い
ゥ
L
テ
ク
り
ん
め
い
、
雛
汐
し
て
い
ま
す

わ
た
し
も
が
ん
灯
り
イ
幾
署
し
て
い
ま
や
よ
1

∵

い

∵

∵

・

∴

′

バ

・

ソ

．

．

．

∴

・

∴

い

・

1

・

謹
．
甘
7
，
㍉
∴
∴
∴
／
　
㌧
　
∴
．

4年　松浦紀子

莞誓＿∴競蒜
∵
　
l
嵩
齢
遺
手
に
特
別
賞

九
月
す
β

、
・
．
・
・
＼
∴
㌧
㌧
　
・
．

1
・
、
J
∴
∵

▲思い思いの言葉をはがきに寄せる児童たち

肯

意

き

夕

㌘

を

芸

や

サ

ー

　

●

　

－

・

1

　

．

－

、

　

・

　

・

　

　

　

－

．

・
、
　
㍉
　
　
　
㍉
　
・

牽
号
音
扇
孝
義
肇
烏
や
合
字
瑞
雲
産

む
し
辛
う
、
／
仁
子
璃
∵
ヨ
マ
定
温
は
．
少
し
せ
つ
を
㌢
リ
（

、

　

　

　

　

㌧

　

　

　

ぐ

　

∵

、

　

　

・

・

・

．

　

．

・

敏
鼠
に
髪
警
手
仇
ん
撃
て
ぞ
f
l
ヨ
マ
票
を
材
埜
え

意
か
私
に
孝
幸
ぺ
▼
に
孝
明
の
属
む
為
り
ヨ
督
サ
h
軋

右
か
ら
各
に
驚
㌻
月
日
で
ノ
ん
軋
む
牽
き
軋
七
で

モ
ー
ド
ぬ
．

ぺ
」
†
チ
つ
′
U
■
わ

6年　木山聡子

丸
首
イ
首

蔽
野
小
菅
嵐
え
ヰ

・
＼
・
∴
∵
寸
∵

勝ト
元
気
に
プ
レ
ー

す
る
中
尾
さ
ん

俣
野
校
区
民
体
育
大
会

俣
野
小
学
校
区
で

は
、
九
月
十
九
日
行

わ
れ
た
小
学
校
の
運

動
会
に
協
賛
し
て
、

今
年
も
校
区
民
の
親

睦
を
目
的
と
し
た
体

育
大
会
を
開
催
、
小

雨
を
つ
い
て
愉
快
な

半
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。こ
の
目
の
種
目
の
う
ち
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
演
技
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
に
は
、
今

春
町
の
高
齢
者
顕
彰
を
受
け
た
中
尾
ち

ょ
う
さ
ん
（
九
十
二
歳
、
日
の
詰
）
も

元
気
に
出
場
し
て
技
を
競
い
、
表
彰
式

で
大
会
長
か
ら
最
高
齢
選
手
と
し
て
特

別
賞
が
贈
ら
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
拍

手
で
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

わ　だ　い

燃えた1，800町民

町民体育大会

町発足30周年を記念して、10日10日総

合グランドで町民体育大会が行われ、お

だやかを秋の一日を選手応援団の意気は

大いにあがり、記念大会にふさわしい盛

りあがりを見せました。

参加者は1，800人でした。

ト
だ
れ
が
一
番
か
な
？

ll＝日日州l仙l仙川l叫Il川川川棚川仙　川…仙い＝l川仙仙H仙l仙‖仙

「

動力ポンプ

6地区に配備

町
で
は
、
九
月
二
十
七
日
、
江
尾
大
区
、

柿
原
、
富
市
、
宮
市
原
、
美
用
、
乗
尾
の

六
地
区
に
手
押
し
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
各

一
台
を
配
備
し
ま
し
た
。

配
備
さ
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
最
高
出
力
四

十
馬
力
、
放
水
量
一
分
間
に
約
言
ノ
で
一

台
一
、
〇
七
四
千
円
。
今
後
地
域
内
火
災

の
初
期
消
火
に
威
力
を
発
拝
し
ま
す
。

配
備
式
は
、
上
之
段
広
場
で
関
係
消
防

団
員
ら
五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
、
業
者
か
ら
ポ
ン
プ
操
作
の

方
法
を
学
び
、
早
速
、
船
谷
川
か
ら
一
斉

放
水
を
し
ま
し
た
。

▲関係者らが出席して配備式

、←、十日㌦＼下手予、．・ごて：

1年　みやもと　やすこ

申

俣
野
工
年
　
期
碕
あ
塙

三
年
　
川
崎
　
志
保

●

野裂等琴

壌
野
四
年
J
l

～
噂
奄

四
年
川
崎
香
織

Soumu
四角形

Soumu
四角形



安
全
走
行
、
腕
競
う

マ
マ
さ
ん
自
転
車
大
会

⑳

ト
技
能
走
行
に
挑
戦
す
る
江
府
チ
ー
ム

九
月
五
日
、
米
子
市
で
マ
マ
さ
ん
自
転
車

県
大
会
が
開
か
れ
、
町
か
ら
も
初
め
て
江
府

中
学
校
P
T
A
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
。
交
通
規

則
や
道
路
標
識
の
意
味
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

安
全
走
行
、
技
術
走
行
の
二
種
に
ま
た
が
る

実
技
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
実
技
テ
ス
ト

は
、
い
ず
れ
も
体
育
館
内
に
白
い
テ
ー
プ
や

模
型
の
信
号
機
、
道
路
標
識
で
コ
ー
ス
を
つ

く
り
、
安
全
走
行
の
場
合
は
、
一
時
停
止
や

右
折
、
左
折
の
確
実
な
仕
方
を
た
め
す
も
の
。

技
能
走
行
の
場
合
は
狭
い
S
字
形
の
コ
ー
ス

と
九
本
の
柱
の
間
を
ス
ラ
ロ
ー
ム
式
に
通
り

抜
け
る
技
術
を
た
め
す
も
の
で
す
。

参
加
し
た
マ
マ
さ
ん
は
、
ジ
グ
ザ
グ
コ
ー

ス
、
S
字
コ
ー
ス
も
難
を
く
こ
な
し
、
き
び

き
び
と
し
た
走
行
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

触感昏昏夢

児童の作品
勝則、学校夏休み作品展から）

夏
草

償
野
且
．
痛
思
紙
∵
ナ

五
年
　
藤
原
　
紀
子

黄金色にみのった

献穀田の抜穂式

ト
抜
穂
式
で
刈
り
取
り
を
す
る
関
係
者

こ
と
し
の
新
嘗
祭
に
献
上
す
る
献
穀
田
の
抜
穂

式
が
、
十
月
十
二
日
奉
仕
者
の
妹
尾
治
夫
さ
ん
夫

妻
を
は
じ
め
、
井
上
町
長
な
ど
関
係
者
約
三
十
人

が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
の
あ
と
、
代
表

八
人
が
献
穀
田
に
入
り
、
黄
金
色
に
実
っ
た
「
日

本
晴
」
を
三
株
ず
つ
て
い
ね
い
に
刈
取
り
ま
し
た
。

こ
の
米
は
、
四
月
十
四
日
に
岩
平
方
㍍
の
苗
床
・

に
播
種
さ
れ
、
五
月
二
十
二
日
に
二
㌦
の
水
田
に

田
植
え
し
、
日
野
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
と
妹

尾
さ
ん
夫
妻
の
行
き
届
い
た
管
理
で
、
病
害
虫
も

な
く
順
長
に
成
長
し
実
り
を
迎
え
た
も
の
で
す
。

刈
取
ら
れ
た
い
ね
は
、
精
米
さ
れ
、
十
月
二
十

六
日
、
井
上
町
長
と
妹
尾
さ
ん
夫
妻
が
皇
居
に
献

上
し
ま
し
た
。

6年　松浦弘志

馳感昏哲多

6年　宮本清子

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報T
J
m
P府江

高
血
圧
保
温
に
十
分
注
意
を

寒
さ
は
高
血
圧
の
　
〝
敵
〃
で
す
。

こ
れ
か
ら
日
増
し
に
寒
く
な
り
ま

す
。
高
血
圧
の
方
は
、
保
温
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

冷
え
や
寒
さ
は
血
管
（
動
脈
）

を
収
縮
さ
せ
、
血
液
の
流
れ
を
悪

く
し
ま
す
。

心
臓
は
、
血
液
を
全
身
に
送
り

届
け
る
ポ
ン
プ
の
役
目
を
し
て
い

ま
す
が
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

る
と
、
心
臓
は
そ
の
分
よ
け
い
に

圧
力
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
高
血
圧

と
い
い
ま
す
。

高
血
圧
は
心
臓
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
動
脈
硬
化

を
促
進
し
、
脳
卒
中
な
ど
の
原
因

に
を
り
ま
す
。

寒
さ
は
高
血
圧
の
”
敵
〃
と
心

得
て
、
保
温
に
は
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
・
フ
。

外
出
時
は
、
一
枚
余
分
に
重
ね

着
を
す
る
と
か
、
帽
子
や
襟
巻
き

を
身
に
つ
け
る
な
ど
キ
メ
紳
か
な

心
遣
い
が
必
要
で
す
。

室
内
は
、
ど
こ
も
一
定
の
温
度

に
し
て
お
く
の
が
理
想
的
で
、
と

く
に
台
所
や
ト
イ
レ
、
ふ
ろ
の
脱

衣
場
を
ど
の
保
温
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
，
フ
。

も
う
一
歩
、
積
極
的
を
保
温
対

策
と
し
て
、
適
度
を
運
動
と
乾
布

摩
擦
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

運
動
は
、
自
分
の
体
力
を
考
え

て
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
、
た

と
え
ば
ラ
ジ
オ
体
操
や
散
歩
を
ど
l

毎
日
一
定
時
間
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

運
動
は
一
時
的
に
血
圧
を
上
げ

ま
す
が
、
体
に
無
理
で
な
い
限
り

血
管
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
血
圧
を

下
げ
る
作
用
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

突
然
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
激
し

い
運
動
を
す
る
の
は
百
害
あ
っ
て

一
利
を
し
－
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

一
方
、
乾
布
摩
擦
は
タ
オ
ル
を

ど
を
使
っ
て
、
心
臓
に
遠
い
手
足

か
ら
徐
々
に
心
臓
部
に
向
け
て
皮

膚
の
表
面
を
こ
す
り
ま
す
。

五
分
間
な
ら
五
分
間
、
毎
日
欠

か
さ
ず
長
期
間
続
け
る
と
、
寒
さ

に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
き
、
少
々

の
寒
さ
に
も
血
圧
は
ビ
ク
と
も
し

を
く
な
り
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
の
と
り
す
ぎ
に

注
意
を

高
血
圧
を
ど
の
成
人
病
を
防
ぐ

に
は
、
ま
ず
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
の
塩
分
の
摂
取
量
は
、

昭
和
五
十
四
年
国
民
栄
養
調
査
に

よ
り
ま
す
と
一
人
一
日
当
た
り
十

三
・
一
グ
ラ
ム
で
す
。
健
康
を
保

つ
た
め
に
は
、
一
日
十
グ
ラ
ム
以

下
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
三
二

グ
ラ
ム
と
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に

在
り
ま
す
。

塩
十
グ
ラ
ム
と
言
え
ば
、
一
般

に
小
さ
じ
二
杯
分
ぐ
ら
い
で
す
。

塩
分
を
ひ
か
え
、
献
立
は
で
き
る

だ
け
薄
味
に
。

毎日の食事に必ず六つを
組み合わせましょう

食 品の項 別 食　 品　 の　 例　 示

1

魚 、内 、卵

魚 、 貝、 いか、 た こ、か に、
か まぼこ、 ちくわ など
牛肉 、豚肉 、鳥 肉、ハ ム 、
ソー セー ジな ど
鶏卵 、 うず ら卯 な ど

大 豆 大豆 、 とうふ、 な っと う、
生揚 げ、 がん も どきな ど

2 牛乳 、 スキム ミル ク、チ ー
牛 乳 ・乳 製 ズ、 ヨー グル トな ど
晶 め ざ し、 わか さ ぎ、 しらす
骨 ご と食べ 干 しな ど
られ る魚 注　 わかめ 、 こんぶ 、の り

な ど海草 を含 む

3
に ん じん　 ほ うれ ん草　 こ

緑黄色 野菜 まつ な、 かぼ ち ゃな ど

4
その他 の野
菜 ・果物

だ いこ ん、は くさい、 キ ャ
ベ ツ、きゅ うり、トマ トな ど
み かん 、 りんご 、な し、ぶ
ど う、 い ちごな ど

5

．米

飯 、パ ン、 うどん、 そば、
スパゲ テ ィな ど
さつ まい も、 じゃが い も

ハ ン
め ん
い も

さとい もな ど
誉 量譜 こ、要言 書諾 賞

6
てんぷ ら油 、サ ラ ダ油 、 ラ
－ ド、 パ ター、 マー ガ リン

油　 脂 注　 マ ヨネーズ、ドレツシ
ンクな ど神 性食品を含む

請
求
は
早
目
に
手
続
を

国
民
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
り
を

が
ら
、
ま
だ
請
求
手
続
を
し
て
い
な

い
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
給
付
の
種
類
と
受
給

要
件
は
、
左
蓑
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
本
人
が
裁
定
請

求
の
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
嘉
さ
れ
ま
す
。

こ
の
請
求
を
し
な
い
ま
ま
5
年
を

経
過
し
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
年
金

が
受
給
で
き
を
く
な
り
ま
す
。

受
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
、

早
目
に
町
役
場
年
金
係
で
請
求
手
続

を
し
て
下
さ
い
。

詳
細
は
、
町
役
場
年
金
係
又
は
、

米
子
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
尋
ね
下

さ
い
。

国民年金の給付

年金 の種 類 受　　　 給　　　 の　　　 事　　　 件

老 1給　 年　 金

保 険料 を納 めた期 間 と保険 料 を免 除 され た

期 間 を合 わせ て2 5年 以上 あ る人 が、 6 5歳 に

達 した と き。
※　 昭和 5 年 4 月 1 日以 前 に生 まれ た人 l：L

生年 月 日に応 じて 25年 の期 間 が 10 ～ 24年
に短縮 され ます。

通算 老齢 年金

保 険料 を納 め た期 間 が 1 年以 上 あ り、 他の
公 的年金 制 度の 加入期 間 と合 わせ て 2 5年以

上 あ る人 が、 6 5歳 に遺 した と き。
準　 期 間 の短縮 は、 老齢 年金 に同 じ。

陣　 専　 年　 金
最近 の 1 年 以上保 険 料 を納 めた人 が 、病気
やケ ガ によっ て陣青 春 と な り、定 め られ た

条 件 に該 当 した と き。

芸 母 言 年 金
最近 の 1 年 以上 保険 料 を納 めた母 又 は祖母

が家計 の 中心 で ある夫 や息子 の死 亡 に よ り、

18歳未 聞 の子、孫 を育 てることになったと き。

遺　 児　 年　 金
最近 の 1 年以上 保険 料 を納 めた 両親 が死 亡

して 、 18歳 末潤 の遺 児 となった とき。

寡　 婦　 年　 金

老齢年 金 の受給 資格 を満 た した 夫 が、年金

を受給 しな いで死 亡 した と き、 薯 が6 0－ 6 4

歳 まで受 給で きる。

死 亡 一 時 金

保 険料 を 3 年 以上納 め た人 が、 年金 を受 給

しない ま ま死 亡 した と き、遺 族 が受 給で き

る。

◎

⑳
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正しいスキー技術を学ぼう
スキー学校生徒募集
スキー学校ジュ

ニアースクールの

報 l第165号

外国人の皆さんへ

10月1日から登録法が改正

10月1日から次のとおり外国

人登録法が改正に在ります。

・大人用の登録証明書の切り替

えは、3年ごとから5年ごとに

なります。今年10月1日以降に

切り替えることに在っている方

は、自動的に2年先になります。

・子供用の登録証明書は、16歳

になるまで切り替えは不要とな

ります。16歳になった日から30

日以内に切り替え申請をして下

さい。

・16歳にをるまで、登録証明書

を携帯する必要はなくなります。

詳しくは、町役場町民課にお

問い合わせ下さい。

ー善意銀行受払報告

・7月未累計額
1，395，333円

・8月中寄付額
220，000円

（内　訳）
香典返し70．000円
快気祝150，000円
・支出額
負担金　5，000円

・8月末累計額
1，623．720円

・9月中寄付額
150．000円

（内　訳）
快気祝150，000円
・支出額

負担金10，000円
・9月未累計額
1，763．720円

生徒を募集してい：ご
ます。

参加資格は、小学校3年生か

ら中学校3年生までで、初歩的

な歩行、スキーリフトに塔乗等

ができる者を対象とします。申

込料は、アルペンスキー5，000円、

クロスカントリー2．000円で、会

場は、南大山スキー場です。南

大山スキー学校指導員が、懇切

に指導します。申込みは、町内

の各小中学校又は、ドライブイ

ン城山（℡5－2842・3487）へ。

給油所が休日営業

鳥取県給油所休日休業推進会

議では、昭和57年9月以降の祝

日の給油所の営業については、

当分の聞、各給油所の自主的判

断に委ねることとしました。

なお、次の期間内の休日（日

曜日及び祝日）については、昭

和57年10月1日から全国的な特

例措置として各給油所は営業を

行っても差し支えをいものとさ

れました。

1月1日から1月4日まで

4月28日から5月6日まで

8月12日から8月17日まで

12月27日から12月31日まで

警諾禁　火の用心、心で用心、目で用心
11月26日から12月2日まで「火

の用心、心で用心、目で用心」の

合いことばに全国一斉に秋の火災

予防運動が行われます。

これからは寒い日が続き各家庭

美
　
用
　
河
合
博
男
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

棄
　
尾
　
筒
井
一
郎
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
藤
原
広
秋
殿
三
塁
笥
様
退
院
）

佐
　
川
　
赤
井
い
よ
の
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
徳
岡
盛
之
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
原
奥
田
琴
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
中
尾
博
憲
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

深
山
口
　
森
　
春
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

上
原
三
紀
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

砂
口
　
檀
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

で火を使う機会が多くなって最も

火災の起こりやすい季節となりま

す。家庭みんなが心の用心をして

尊い生命や大切を財産を火災から

守りましょう。

8
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

袋
原
　
清
水
　
順
殿

（
父
要
様
ご
逝
去
）

荒
田
　
井
上
弥
之
助
殿

（
養
父
利
裕
様
ご
逝
去
）

高
原
　
野
田
高
利
殿

（
父
亀
治
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本
　
五
　
村
上
樽
次
郎
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
森
谷
孝
桧
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

9
月
中
寄
託
分

内
祝
と
し
て

大
河
原
　
安
田
益
夫
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
幸
司
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
新
　
走
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
上
芳
房
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
岡
崎
曹
丹
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
　
案
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
亀
田
栄
重
殿
三
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
永
井
浩
二
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
飯
田
武
文
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
下
村
　
緑
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
　
津
沢
武
義
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
影
山
節
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

佐本本貝

川　五三　田

加
藤
節
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

奏
　
美
恵
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

岡
田
は
る
え
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

住
田
義
光
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

あ

り

が

とご

ざ

Ll

ま

し

た

ー
【
ノ
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佐
　
川

江
戸
時
代
に
は
、
大
坂
（
阪
）
・
根
雨
原
・
柵

原
・
佐
川
の
四
ケ
村
を
佐
川
郷
と
い
っ
た
。
佐
川

の
「
さ
」
に
は
、
坂
・
砂
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
意

味
が
あ
り
、
佐
川
は
、
こ
こ
を
流
れ
る
日
野
川
に

砂
の
多
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、

あ
る
い
は
、
こ
の
あ
た
り
は
川
幅
が
少
し
狭
く
な

る
の
で
、
狭
川
の
意
味
か
も
知
れ
な
い
。
大
和
の

佐
保
川
が
、
末
に
大
川
（
大
和
川
）
と
在
る
こ
と

を
ど
も
連
想
さ
れ
て
、
狭
川
と
考
え
る
の
も
風
流

で
あ
る
。

務
古
（
武
庫
）
水
門
（
み
を
と
）
は
、
敷
浪
津
の

対
岸
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
俣
野
川
の
岸
辺
に
あ
る
こ
の
村
に
、
こ
の

優
雅
を
佳
名
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
江

戸
時
代
に
は
聾
村
と
も
書
い
た
。

T
J
m
P府江

林
　
原

か
き
が
は
ら
と
読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
原
の
つ

く
地
名
は
全
国
に
多
く
、
こ
の
近
く
に
も
栃
原
・
根

雨
原
が
あ
る
。
近
く
に
栃
原
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
・

柿
原
の
「
か
き
」
は
文
字
通
り
「
柿
」
と
考
え
て
も
好

い
が
、
「
か
き
」
に
は
和
気
・
毒
気
な
ど
の
め
で
た
い

意
味
も
あ
り
、
「
か
ぎ
」
で
あ
れ
ば
、
陰
（
か
げ
）
と
同

じ
で
、
島
影
を
「
し
ま
か
ぎ
」
と
も
い
う
。
案
外
「
か
ぎ

は
ら
」
か
も
知
れ
ず
、
簡
単
に
は
解
釈
し
き
れ
な
い
。

洲
河
崎

江
戸
時
代
に
は
、
同
じ
読
み
方
で
須
崎
と
書
い

て
い
る
。
「
す
」
は
、
土
砂
が
高
く
盛
り
あ
が
っ
て
川

の
水
面
上
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
「
さ
き
」

は
「
先
」
で
あ
る
か
ら
、
「
す
さ
き
・
す
が
さ
き
」
と
い
う

の
は
、
洲
が
長
く
河
中
に
さ
し
出
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
の
地
形
に
そ
の
ま
ま
あ
て

は
ま
る
地
名
と
い
え
よ
う
。
「
す
が
さ
き
」
と
い
う
地

名
は
珍
し
い
け
れ
ど
も
、
洲
前
・
須
崎
の
地
名
は

多
く
、
こ
れ
を
名
字
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

武
　
庫

武
庫
の
文
字
は
、
中
国
で
は
武
器
を
収
め
る
倉

庫
で
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
用
例

は
な
い
。
本
町
の
武
庫
は
、
古
く
武
庫
郷
と
も
い

わ
れ
た
由
緒
の
あ
る
地
名
で
あ
る
が
、
そ
の
語
源

は
向
岸
の
向
の
意
味
ら
し
い
。
摂
津
国
に
あ
っ
た

下
安
井

下
安
井
が
あ
れ
ば
上
安
井
が
考
え
ら
れ
る
け
れ

ど
も
、
上
安
井
は
な
い
。
た
だ
江
戸
時
代
に
は
、

安
原
・
津
地
・
野
田
・
舟
場
・
下
安
井
・
須
崎
・

半
の
上
・
久
連
の
八
ケ
村
を
「
安
井
郷
」
と
呼
び
、

明
治
二
十
二
年
に
は
、
今
の
日
野
町
の
下
榎
・
津

地
・
野
田
・
舟
場
・
安
原
が
合
併
し
て
「
安
井
村
」

を
つ
く
り
大
正
二
年
ま
で
続
い
た
。
上
安
井
の
な

ぞ
は
こ
の
あ
た
り
で
解
け
る
の
で
は
を
か
ろ
う
か
。

安
井
の
安
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
安
ら
か
の
意

味
で
、
井
は
居
か
も
知
れ
ぬ
。
（
江
府
町
史
か
ら
）

人
の
動
き

（
8
月
届
）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

尾
上
原
　
　
藤
原
　
勇
樹

小
　
原
　
　
川
上
　
仁
美

柿
　
原
　
　
白
川
　
　
勉

新
一
　
生
田
　
崇
志

宮
　
市
　
　
森
　
美
智
子

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

善方　　新鹿
信　人　彰一美

二長三　長　長
女男　男　女男

大
河
原

野
田
亀
治
　
　
8
7
歳
　
高
利
宅

矢影木中篠金
野　山　谷　田　田　田

眞
加俊麻健　夕
代正弥二美均
）　　　　　　　　）　　　　　　　　）

西
伯
都
名
和
町

小
江
尾
か
ら

東
京
都
練
馬
区

佐
川
か
ら

洲
河
崎

大
分
県
東
国
東
郡
か
ら

（
9
月
届
）

窃
お
誕
生
お
め
で
と
う

日
の
詰
　
　
藤
　
時
佳

貝
　
田
　
　
岡
田
　
悠
平

久
　
連
　
　
谷
口
　
愉
郁

梼
　
原
　
　
田
中
　
宏
幸

日
の
譜
　
　
中
尾
千
恵
美

下
安
井
　
　
三
輪
　
裕
貴

大
河
原
　
　
安
田
　
智
美

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

幸貴陽明時康雅
司書吉男和弘博

二二長　長長　長長
女男　女男　女男　女

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

袋
　
原
　
　
清
水
　
要

荒
　
田
　
　
井
上
利
裕

稲本三本大梶禾田　三小
垣高森高塚谷次辺　ツ椋

股

啓良　慈善文　　哲　　元正
子三子久女誠子武美則
）　　　　　　　）　　　　　　　）　　　　　　　）　　　　　　　）

御
机
大
阪
府
岸
和
田
市
か
ら

広
島
県
比
婆
郡

美
用
か
ら

島
根
県
八
束
郡

武
庫
か
ら

江
尾
日
南
町
三
栄
か
ら

江
尾
東
京
都
三
鷹
市
か
ら

臼
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本

　

五

　

原

　

春

江

　

6

7

歳

　

豊

　

宅

棄
　
尾
　
　
末
次
よ
し
子
　
7
7
歳
　
　
堅
　
宅
、
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